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A. 研究目的 

東京都では保健所や新宿東口検査・相談室（以

下、新宿東口）等の公的HIV検査機関で HIVを含

む性感染症検査を無料匿名で実施している。近年、

後天性免疫不全症候群の報告数は東京都でも減少・

横ばい傾向にあるが（図１）、2020年に発生した新

型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響で、全

国保健所等における HIV検査数は著しく減少を示し

たとされている。 

東京都においては、保健所以外に HIV等の性感染

症検査を実施する新宿東口がコロナ禍前とほぼかわ

らず開設していた。今回、コロナ禍である 2020年～

2022年とそれ以降の検査数、陽性数や陽性率の推移

を調査した。また、新たに承認されたウエスタンブ

ロット法に代わる確認検査法の使用経験や特徴につ

いて解析したのでそれらの概要を報告する。 

 

B. 研究方法 

1．HIV-1/2抗体確認検査（確認 IC 法）の評価 

東京都健康安全研究センター（以下、健安研）で

は、2022年 4月より、図２に示すフローチャートで

確認 IC法を用いた検査を開始している。すなわち、

抗原抗体同時 ELISA法によるスクリーニング検査の

後、必要に応じて二次スクリーニング検査を行い、

確認 IC法で決定できなかった場合に核酸増幅検査

（NAT）法を実施している。 

今回、2種類のセロコンバージョンパネルを使用

し、ウエスタンブロット（WB）法やスクリーニング

検査用 IC法（Sc-IC法）と比較検討した。健安研で

実施した HIV検査陽性例 195件を用いてWB法と確

認 IC 法を比較するとともに、2021年度（確認検

査：WB法）と 2022年 4月～2023年 12月（確認検

査：確認 IC法）における核酸増幅検査（NAT法）

の実施率を比較した。 

2．東京都におけるHIV検査数・陽性数・陽性率 

東京都における公的 HIV検査機関の内、東京都健

康安全研究センター（以下、健安研）に搬入される

新宿東口と 23区保健所（以下、保健所）を対象と

し、検査数、陽性数や陽性率を比較検討した。 

3．2024年度以降の新宿東口検査・相談室の検査 

新宿東口検査・相談室の検査は、東京都健康安全

研究センター微生物部で対応していたが、2024年度

より検査対応に関与しなくなった。一方で、HIV検

査陽性検体については後日入手し、陽性検体の特徴
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を解析することとした。 

（倫理面への配慮） 

新宿東口検査・相談室等の保健所での HIV検査陽

性例の解析については、東京都健康安全研究センタ

ー倫理審査委員会において承認されている（５健研

健第４５０９号）。 

 

C. 研究結果 

1．HIV-1/2抗体確認検査（確認 IC 法）の評価 

市販のセロコンバージョンパネル（2種類）を用い

て、WB法、確認 IC法ならびに Sc-IC法の感度と比

較検討した。セロコンバージョンパネル①を用いた

検討では（図３）、Sc-IC法で抗原のみ検出の J-2で

はいずれの方法でも抗体は検出できなかったが、J-3

～J-7では、Sc-IC法、WB法および確認 IC法の全

てで陽性となり、差は見られなかった。セロコンバ

ージョンパネル②（図４）では AF-6および AF-7で

WB法のみ判定保留となった。 

さらに、健安研での検査陽性例 195件を用いて、

WB法と確認 IC法による結果を比較検討した結果

（図５）、155件（79.5％）の結果判定は変わらない

が、WB法判定保留例（NAT法＋）の 33件中 27件

（81.8％）が確認 IC法で陽性となり、感度の向上が

実際の検体でも確認された。一方で、WB法判定保

留例（NAT法＋）の 4件（12.1％）は確認 IC法で

陰性判定、また、WB法陰性例（NAT法＋）7件中

２件（28.6％）は確認 IC法で陽性、１件は判定保留

となった。 

以上のように、同一検体を用いた検討では、195

件中 184件（94.4％）が確認 IC法で抗体陽性とな

り、WB法による確定率（79.5％）よりも 14.9ポイ

ント高となった。 

2. 2021～2023年度の NAT検査実施割合 

 2021年度には 102件の陽性例に対し、WB法のみ

で陽性確認できた例は 91件（89.2％）で、11件

（10.8％）については NAT法で陽性確認を行った。  

一方、2022年度の 142件については 137件

（96.5％）については確認 IC法で陽性となり、確認

IC法で確定せずにNAT法で陽性確認を行ったのは 5

件（3.5％）に過ぎなかった（図６）。 

3．東京都におけるHIV検査数・陽性数・陽性率 

2020年～2022年に健安研に搬入された検査数を

年ごとおよび施設ごと（新宿東口と保健所）に分け

て集計した（図７）。保健所は、2020年 4月以降は

減少し、5月には COVID-19対応のため保健所での

検査相談事業は中止されていた。その後、検査数は

徐々に増加したが、2020年 1月頃のレベルまでに回

復したのは 2022年 12月になってからである。一方

で、新宿東口は 2020年 4月、5月にやや減少したも

のの、大幅な検査数減には至っていない。 

また、2023年および 2024年については、新宿東

口および 23区保健所でも順調に検査が実施されてい

る（図８）。特に、新宿東口については、2024年 4

月より、検査体制が変更になり、毎週水曜日は、女

性のための検査日とするなどの改革により、6月以降

の検査数は増加している。 

東京都における HIV検査陽性数では、2020年は

82件、2021年は 94件であったが、2022年は 70件

と大きく減少した（図９）。また、2023年は 92件と

再び上昇したが、2024年は 67に減少した。この期

間の新宿東口の陽性率を見ると（図 10）、2019年は

0.46%、2022年は 0.61%であったのに対し、コロナ

禍の 2020年は 0.73%、2021年は 0.88%と上昇して

いた。また、2023年は 0.60%であったが、2024年

は 0.36％と減少した。一方で、保健所における陽性

率は 0.3％前後でほぼ変化は見られなかったが、2024

年のみ 0.25%であった。 

4．2024年度以降の新宿東口検査・相談室の検査 

2024年の新宿東口のHIV陽性検体について、薬

剤耐性や遺伝子型判定に用いられる PR-RT領域の増

幅および感染初期判定（BEDassay/ LAG-

AVIDITY）を実施した（図 11）。その結果、PCR増

幅率は 2021年が低く、2024年 1月～3月が最も高

かった。一方で、Lag-AVIDITY陽性率（<1.5）は

2022年が 50%と最も高く、2019年、2020年は

30％以下であった。 

 

D. 考察 

コロナ禍における東京都の公的検査機関の HIV検

査では、新宿東口はやや検査数が減少したものの、



 

 

HIV陽性率は 2019年と比べ大きく上昇した。この

ことは、コロナ禍においても定期的に受診が可能で

あった新宿東口に感染リスクのある受検者層が集ま

った可能性が示唆される。一方で、東京都において

も保健所における検査数は大きく減少したものの、

陽性率は変わらなかったため、今後の効果的なHIV

検査戦略ではこの点について留意する必要がある。

なお、HIV検査数については、2022年以降は順調に

回復している。 

また、新たな抗体確認検査試薬（確認 IC法）の評

価としては、WB法と同等以上の感度を持っている

ことが改めて示された。一般的に即日検査で使用さ

れる Sc-IC法と同様の原理であり、検査時間が 30分

程度とWB法よりも著しく短いが、Sc-IC法陽性検

体の全てが確認 IC法で陽性となる訳ではないため、

Sc-IC法を用いる即日検査での適用は限定的にすべき

ものと思われた。即ち、即日検査のスクリーニング

検査（Sc-IC法）で陽性となり、直後に確認 IC法を

実施した場合を想定した場合、確認 IC法で陽性では

ない場合には、核酸増幅検査法の実施の上、後日の

検査結果の通知が必要になる。 

最後に、新宿東口については、2024年 4月より検

査体制が変更になったが、6月以降の検査数の大幅に

上昇し、以前より有効的に機能している。一方で、

陽性数が著しく減少し、PCR増幅率が低い見かけ上

の感染初期例が増加しており、今までのようなリス

クの高い集団が検査に来ていないのか、都内の HIV

感染者数が下がっているのかの判断が難しいため、

今後も継続的に調査していく必要がある。 

 

E. 結論 

 コロナ禍における東京都のHIV 検査相談では、新

宿東口が機能的な役割を示したと言え、2023年以降

の検査数は確実に回復している。 

確認 IC法はWB法の同等以上の感度であるが、即

日検査に使用される IC法と同様の原理ではあるが、

感度的にはやや劣るため、即日検査での確認 IC法の

利用は限定的に考えるべきものと思われた。 
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